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議事
地域コミッティ組成及び令和6年度事業について

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回
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レベル４モビリティ・地域コミッティ

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回
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レベル４モビリティ・地域コミッティ

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回
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レベル４モビリティ・地域コミッティ

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回
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レベル４モビリティ・地域コミッティ

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回
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レベル４モビリティ・地域コミッティ

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回

◼ 協議会には連携事業者、地域交通事業者、タクシー会社、大学、行政機関、地元自治会が参画
◼ 長野県警をメンバーへ移行することでレベル４モビリティ・地域コミッティの構成員（案）は充足
◼ 4/3にコミッティ設立を各社へ共有、同日付で設立済として国交省へ報告
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会議体整理

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回

◼ 令和２年度に組成した「塩尻型次世代モビリティサービス推進協議会」を引継ぎ、令和３年度に各モビリティサービスの評
価・検証を行う組織として「塩尻MaaS自動運転協議会」を組成

◼ 令和４年度に内閣府未来技術社会実装事業の採択を受け、同事業の現地支援体制（地域実装協議会）を兼ねている
◼ 今年度からはレベル４モビリティ・地域コミッティも兼ねて開催

「塩尻MaaS・自動運転協議会」

（塩尻型次世代モビリティサービス推進協議会）

未来技術社会実装事業

地域実装協議会構成員として参画

レベル４モビリティ・地域コミッティ

構成員として参画

✓ 警察庁交通企画課
✓ 国土交通省北陸信越運輸局自動車
技術安全部

✓ 国土交通省関東地方整備局長野国
道事務所

✓ 総務省信越総合通信局
✓ 長野県警察本部交通企画課

従前の塩尻MaaS・自動運転協議会
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自動運転

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回
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国土交通省自動運転社会実装推進事業

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回

✓ 令和４年度から通称「自動運転実証調査事業」として実施。本市は過去２年連続採択
✓ 令和６年度申請書では自動運転レベル４許認可時期やレベル４に向けた課題・対策の明記が求められた

令和６年度申請
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国土交通省自動運転社会実装推進事業

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回

✓ 特定自動運行及び事業性確保検証実証を提案し、採択
✓ 国土交通省資料では４７都道府県で事業実施、通年運行自治体をクローズアップ

令和６年度採択
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国土交通省自動運転社会実装推進事業

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回

✓ 7/4付けで国交省事業採択に係るプレスリリースを発出

令和６年度採択
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国土交通省自動運転社会実装推進事業

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回

概要

塩尻駅⇔塩尻市役所間において、一般公道混在空間の自動運転レベル４運行
（特定自動運行）を実施する。持続可能な自動運転サービスを目指し、大手小
売店や地域商店と連携した収益拡大施策を実施し、事業性確立を目指す。
実施期間：令和6年6月～令和7年1月
試乗期間：令和6年12月及び令和7年１月に各２週間程度実施予定

実施内容

走行ルート・運行時間

ティアフォー製Minibusを用いた
一般公道混在空間におけるレベル４走行

アルピコ・KADOによる
レベル４運行体制構築

信号機連携

小売連携・寄付金・広告・協賛金による
事業性確立検証

事業概要

小売事業者
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国土交通省自動運転社会実装推進事業

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回

特定自動運行

運行経路

塩尻市役所

塩尻駅

• 経路：塩尻駅発、塩尻市役所ロータリー経由、塩尻駅着
• 片道約500m、往復約1ｋｍ

走行スケジュール

運行開始月：１２月（車両側認定状況・特定自動運行許可申請状況によっては後ろ倒し）
降雪の影響により、１～３月は運休予定

走行日：毎週金、土曜日（週２日）
走行時間帯：９時～１５時

運送対象物

人のみとする

運賃

令和６年度：無償
（令和７年度以降有償化検討）

定員

1４名
（乗務員除く）

運行条件

着座前提

特定自動運行
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国土交通省自動運転社会実装推進事業

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回

特定自動運行ルート上 路上ペイント

◼ 特定自動運行ルート上の発着地を塩尻駅及び塩尻市役所ロータリーに設定予定
◼ 同箇所における路上駐車により、特定自動運行が円滑に実施できない可能性有
◼ 広報や看板等による周知のほか、路上ペイントの道路インフラ整備により、路上駐車の減少をはかるもの

塩尻駅１ ２ 塩尻市役所ロータリー入口

特定自動運行
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国土交通省自動運転社会実装推進事業

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回

収益性確保検証

✓ 収入拡大施策の主な柱は、運賃(企業等連携)、寄付金、協賛金、広告宣伝、視察、貨客混載

運賃
（企業等連携）

寄付金 協賛金

広告宣伝 視察 貨客混載

1 2 3

4 5 6

収益拡大施策
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MaaS事業
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MaaS事業について 前年度事業の振返り

しおじりMaaSアプリ モビリティ・ダッシュボード

１ 2

各種交通サービスを統合する①しおじりMaaSアプリの構築、そこから得られる交通関連データの連携・
利活用を目的に②モビリティダッシュボードの取組を推進
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MaaS事業について これまでの取組状況

ア
プ
リ

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

２０２１ ２０２２ ２０２３

取組概要

取組概要

投入
データ

◼ 塩尻市職員を想定ユーザーとし、
塩尻市から相澤病院への通院に関
する移動実態を把握

◼ 各種移動データをもとに実務で活
用するダッシュボードを構築

◼ 運用モデル構築に向けたアンケー
ト分析（事業面、社会受容性、体制）

◼ バックキャストによる分析テーマの
整理

◼ MaaSアプリ利用状況の可視化

➢ 交通関係（時刻表、バス停情報）
➢ 人口データ
➢ 病院関係データ

• 塩尻市在住で相澤病院に
受診した患者情報

◼ アンケート・インタビューを通じユー
スケース別のターゲット像を整理

◼ 複合経路検索機能を実証し、住民
レビューによる効果検証

◼ MixwayWebをフロントにのるー
とを含めた複合経路検索のプロト
タイプを構築

◼ UniversalLinkで接続

◼ LINEを活用したシンプルで、地域
密着型・現地の交通情報を網羅的
に発信するMaaSアプリを構築

◼ 住民レビューによる効果検証

➢ 人流
➢ 地域振興バス
➢ 地域振興バスGTFS
➢ 人口データ（国勢調査）
➢ 施設情報（市内主要施設の住所）

➢ MaaSアプリデータ
• ユーザー情報
• 施設／目的地検索情報
• バス停MAP情報
• マイ時刻表情報など

➢ カープロープ
➢ のるーと運行

アプリ遷移
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MaaS事業について 前年度事業の振返り【アプリ】
地域密着／生活者視点で、公共交通を選択肢に引き上げる
✓ 地域密着型でその地域の交通課題に沿うMaaSアプリを展開コンセプト

LINEを活用
したUI設計

公共交通利用
促進のための
地域情報発信

公共交通利用
を支える包括
的な機能群

施設／目的地情報

◼ 現役／子育て世代
◼ 観光客
◼ 関係人口

◼ ６つのカテゴリ別
に市内の主要施設
情報を掲載

◼ 目的地情報が把握
できた

◼ 公共交通を使った
ルートがわかった

複合経路検索

◼ 自由に使える自家
用車がない現役／
子育て世代

◼ MixwayWebへ遷移
しバスや鉄道も含
めた複合経路検索

◼ 送迎や通院に公共
交通を使ったら短
時間で行けること
がわかった

バス停マップ

◼ 学生
◼ 通勤に自家用車を

使う現役世代

◼ すてっぷくん、の
るーとのバス停を
表示

◼ 目的地付近のバス
停を確認できた

◼ 通学／通勤で使っ
てみよう

マイ時刻表

◼ 運転に不安がある
高齢者

◼ 出発地と目的地を
設定し当該区間の
時刻を手軽に確認

◼ よく使う便を登録
できるから調べる
手間が削減できて
嬉しい

配車

◼ 日常的に公共交通
を既に使っている
ユーザー

◼ のるーと予約及び
タクシー会社への
電話番号を表示

◼ 都度別のサービス
を登録せずに周辺
の交通サービスが
すべてわかるから
便利

１ ２ ３

４ ５

１ ２ ３ ４ ５

ペ
ル
ソ
ナ

機
能

効
果



長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回 37

MaaS事業について 前年度事業の振返り【DB】
MaaSアプリの利用状況を蓄積し、ダッシュボードとして日々の利用状況をモニタリングするコンセプト

１ 期間の設定

全体ユーザー情報

機能別アクセス数

ジャンル別検索

バス停登録数

各機能におけるアクセス数を見える化
◼のるーと配車
◼バス停マップ

施設・目的地検索機能でアクセス数が多い施設を
カテゴリー別に分析

施設・目的地検索とバス停マップから経路検索した
バス停数を見える化することで、公共交通の移動傾向
を把握

２

◼マイ時刻表
◼施設・目的地検索

３

４

５

週次・月次でデータ変化を確認し、事業効果を測定

ユーザー情報について分析
◼アクティブユーザー(過去7日間で1回以上利用した
ユーザー)の男女・年代別割合

◼全体登録ユーザー
◼ログイン数(過去30日間で1回以上利用したユーザー)

◼タクシー配車
◼経路検索
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MaaS事業について ダッシュボードの活用事例

政策立案 事業のモニタリング シュミュレーション

現状の機能での活用 将来的な発展要素

◼ 現状課題に基づき政策
を立案し、その実施判
断・実施後の効果検証
を行う。

例
• 「新たな交通サービスの導入」という政

策仮説の検証のため、自動車ODデータ、
人口データなどを活用し、導入後の需要
予測を行う。

◼ 事業効果を日々モニタ
リングすることで、高
速でPDCAを回し、効果
的に事業推進を行う。

例
• MaaSアプリの効果検証
• 段階的にすてっぷくん、のるーと、シャ

アサイクルなど複数のモビリティの利用
状況をモニタリングし、総合的な事業マ
ネジメントを行う。

◼ 変数を入力することで、
検討している施策の効
果を事前に確認し、政
策立案につなげる。

 
例
• のるーと運行エリア拡大に伴う待ち時間
• 自動運転の運行に伴う利用者数

等の効果シュミレーション

１ ２ ３
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MaaS事業について 事業概要

◆地域の声を集約し、地域交通の課題を解決する
◆公共交通を選択肢に引き上げることで

移動機会を創出し、地域経済を活性する

◆ アプリを核とした交通DXサイクル

スポンサー
参画・事業支援

インセンティブ連携
（ポイント・クーポン・

イベント連携等）

地域移動の
体験価値向上

利便性の向上

対応状況を
住民へ共有

利便性高く持続可能な
交通網の実現

自家用車から公共交通への転換

広告やクーポンなどによる事業者への誘導による
利用率向上、CSR向上、収益貢献等への寄与

目的地連携・Beyond MaaS
事業性確保・地域経済の活性

ユーザーの誘導
プロモーション

ポイント・クーポン連携などによるスポンサー企業への導線創出

KADOを活用した
情報収集・発信

P

顧客データの
収集・分析

モビリティ改善

◼ ダッシュボードの活用
• KADOを活用した保守・データ分析
• 自治体、交通事業者による改善検討

調査・アンケート情報

アプリ利用データ

KADO

自治体 交通事業者

地域にとって
効果的・効率的な
モビリティ体系構築

・
他自治体連携

ノウハウ
蓄積・連携

２

３

ユーザー・住民
接点の増加

２３

１

１

自治体と交通事業者が
連携した地域交通の改善・最適化
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MaaS事業について 事業概要

持
続
可
能
な

交
通
網
の
実
現

公
共
交
通
へ
の

転
換

イ
ベ
ン
ト
連
携

地
域
交
通
改
善

25年度

◼ ペルソナマーケ
ティング

◼ プロモーション
及び広告方針の
策定

◼ スポンサー及び
参画事業者への
協力依頼

◼ スポンサー及び
参画事業者等の
アセットを活用
したポイント・
クーポン付与

◼ 自治体と交通事
業者が連携した
軽微なﾓﾋﾞﾘﾃｨ
改善施策の実施

◼ 地域課題解決に
繋がるﾓﾋﾞﾘﾃｨ
改善施策の実施

◼ プッシュ型通知
の活用

◼ イベント主催者
へ協力依頼

◼ イベント参加時
のアプリ連携

26年度

◼ プロモーション、
広告方針策定

◼ プッシュ型通知
の活用

◼ ダッシュボード
の活用

◼ KADOを活用した
データ分析保守
座組み構築

◼ 自治体主導での
軽微なﾓﾋﾞﾘﾃｨ
改善施策の実施

◼ 地域交通の利用
率向上に向けた
予約システム等
の連携

◼ KADOを活用した
体系的な地域・
イベント情報の
発信

◼ KADOを活用した
広域的な地域・
イベント情報の
発信

24年度

◼ サービス結合に
向けたシステム
構築

◼ 結合されたシス
テム上でのポイ
ント・クーポン
付与

ポ
イ
ン
ト
・

ク
ー
ポ
ン
連
携

ユーザー・住民
接点の増加

顧客データ
収集・分析

モビリティ改善

ユーザーの誘導
プロモーション

スポンサー
参画事業支援

インセンティブ
連携

目
的
地
連
携

目指す姿

ユーザーの
声を集約し
自治体と
交通事業者
が連携して
地域交通を
改善できる
サイクルを
構築する

ユーザーを
目的地を
繋ぐことで
地域経済の
活性を促進
するととも
に事業性を
確保する
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MaaS事業について 事業概要 2024FY

持
続
可
能
な

交
通
網
の
実
現

◼ 登録ユーザーを
増やし移動の選
択肢として公共
交通を周知する

◼ 自治体と交通事
業者が連携して
モビリティ改善
に取り組むため
の仕組みを構築
する

全
体
方
針

◼ 地域情報を体系
的に集約・発信
できる仕組みを
構築する

◼ 事業性確保に向
けたユーザーを
連携企業へ誘導
できる仕組みを
検証する

１周年

中長期基本計画の策定

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

交通事業者
関係課調整

小坂田

情報発信
連携

イベント
主催者関係
課調整

タクシー 自動運転のるーと

ﾊﾛｳｨﾝ平出

参加申込み
連携

情報収集・発信
フローの構築

のるーと×ｶｲﾝｽﾞ
ﾎﾟｲﾝﾄｷｬﾝﾍﾟｰﾝ デリシア連携

ペルソナマーケティング

カインズ連携

広告・ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ方針策定

高齢者 高校生

ダッシュボードでのユーザー利用状況分析・検証

モビリティ改善
施策の検討

改善施策の
実施

地域交通情報の発信 ｼｽﾃﾑ
結合

◆ ①地域交通を改善し利便性を向上する ②ユーザーと目的地を繋げ地域経済を活性する ふたつの
サイクルをまわし、アプリの機能を検証するともに事業性の確保に向けた実証を行う

今年度ゴール

イ
ベ
ン
ト

連
携

公
共
交
通

へ
の
転
換

登録ユーザー増加イベント、案内

関係事業者調整

実証

４月 ５月 ３月

事業計画
検討

ま
と
め

ポ
イ
ン
ト

ク
ー
ポ
ン

連
携

自動運転予約
システム連携



長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回 42

MaaS事業について 事業概要 2024FY

◆新規登録ユーザー獲得
➢ 広告プロモーションによるユーザー獲得（自然増）
➢ イベント（core塩尻との連携、えんぱーく等関連施設との連携）開催による周知
➢ インセンティブ付与などによる増加率向上

◆登録ユーザーのアプリ利用促進
➢ 公共交通ベースでのアプリの使えるシーン（機能）紹介
➢ 行き先（目的地）ベースでの公共交通利用促進

◆公共交通の最新情報発信による利便性向上
➢ 公共交通情報のリアルタイム情報発信
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MaaS事業について 新規ユーザー獲得
◆ 広告プロモーションによるユーザー獲得

・関係施設において登録用LINE_QRを常設

◆ イベント（core塩尻との連携、えんぱーく等関連施設との連携）開催による周知
・関係施設において対面でのユーザー獲得、利用説明施策を行う

➢ 駅や観光センターなど「自家用車を利用せずに訪れる場所」
を中心に設置を依頼

➢ バス待合室など「既存の公共交通利用者が訪れている場所」
にも設置予定

➢ 7月末現在登録者118人

➢ core塩尻周年イベントでの
様子（2024/7/6）
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MaaS事業について アプリ利用促進

ユーザーの属性分析

検索情報、移動手段

時間帯別の効果検証

仮説A

仮説B

仮説C

施策A

施策B

施策前

施策後

比較

改善策A

改善策B

新規策A

Plan
(計画）

Do
(実行）

Check
(評価）

Action
(改善）

データ

データ

データ分析プッシュ通知

プ
ッ
シ
ュ
通
知
の
機
能
イ
メ
ー
ジ

デ
ー
タ
運
用
モ
デ
ル

管理者 ユーザ

◼ プッシュ型通知でイベントを
周知。能動的に公共交通を
利用するユーザーを把握。

◼ 経路案内をクリックすると
現在地から目的地までの
アクセス方法が表示。

◼ 鉄道やバス等ユーザーの
ニーズに応じたアクセス
方法を複数提示。

◼ アプリ内の案内により
のるーとアプリにも誘導。

１

●月●日●曜日

XX：XX

木曽漆器祭の
案内

経路案内はこちら
のるーと予約

木曽漆器祭を開催します！
日時：●月●日 ●時～●時

２ ３ ４

案内する内容によって
ターゲットを絞り、
効果的に情報発信

◆ MaaSアプリ一つで現地の交通情報がわかる、二次交通のワンストップポータルの位置づけ

➢ 移動機会の創出：地域情報／他産業への拡がり（地域のイベント情報、地域クーポン等）
➢ 利便性の向上：公共交通軸での深堀り（のるーとを組み込んだ複合経路検索、デジタルチケット等）

公共交通でアクセス可能かの確認 経路／時刻表をアプリで確認 実際に配車／予約する
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MaaS事業について アプリ利用促進

イ
ベ
ン
ト

情
報

地
域
交
通
施
策

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

のるーと×カインズ
ポイントキャンペーン

自動運転実証

◆ 地域交通情報を発信することで、公共交通での移動を選択肢として引き上げる
◆ イベント・クーポン情報を発信することで、移動機会を創出し地域経済を活性する

➢ アンケート、問い合わせフォームで集計した意見をモビリティ改善に活用する
➢ 目的地連携を通して住民の移動ニーズを収集し、地域交通の最適化と住民の行動変容を促す

交
通
情
報

のるーと 片丘地区実証

３月

のるーと×カインズ
ポイントキャンペーン

のるーと

すてっぷ
くん

小坂田 平出遺跡 ﾊﾛｳｨﾝ マルシェ

自動運転 自動運転

カインズ

ｱﾝｹｰﾄ ｱﾝｹｰﾄのるーとタクシー

ポ
イ
ン
ト

ク
ー
ポ
ン

情
報

カインズ
デリシア
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MaaS事業について アプリ利用促進
◆ 公共交通ベースでのアプリの使えるシーン（機能）紹介

・所管課やのるーとコールセンターに寄せられるニーズを参考に“構築したアプリが住民ニーズ
に応えることができるか”、“ユーザーの行動変容を促すことができるか”を検証する

➢ バス停マップ
・「最寄りのバス停の場所がわからない」、「のるーとを
予約したいが目的地の最寄りMPの名称がわからない」など
のユーザーニーズに応える

➢ マイ時刻表
・「〇時に●●に行きたいが、何時のバスに乗ればいいか
教えてほしい」などの所管課への問い合わせを減少

➢ 配車
・「のるーとの使い方がわからない」というユーザーに向
けて予約の取り方などを案内
・「のるーとの予約が取れない」などのユーザーニーズに
応えるため、タクシーなど“その他の地域公共交通も検索
や予約ができる”ということを周知

アプリを使って公共交通を利用する

◆ 塩尻市交通情報 ◆

塩尻市では、地域振興バス
「すてっぷくん 」が運行
しています

お買い物や通院などのおでかけに
使ってみませんか？

→最寄りのバス停は
バス停マップをチェック

→マイ時刻表ではよく使う便を
登録することができます！
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MaaS事業について アプリ利用促進
◆ 行き先（目的地）ベースでの公共交通利用促進

・目的地連携施策として利用者が多い施設を中心に“公共交通で行ける”ことを周知することで
“外出機会の創出に繋がるか”、“ユーザーの行動変容を促すことができるか”を検証する

移動手段に公共交通を選択する

◤おでかけ情報◢

道の駅小坂田公園では、子ども
から大人まで多世代で楽しめる
アクティビティがあります！

→イベント情報はこちら
→経路検索はこちら

➢ 施設／目的地検索
・「市内の観光地や主要な施設を知りたい」、「公共交通
を使ったアクセス方法がわからない」などの来訪者を中心
としたユーザーニーズに応える

➢ 経路検索
・イベント開催時や日常的に利用者の多い施設、公共交通
所管課などに寄せられる「●●に行きたいが、どうやって
行ったらよいか」などの問い合わせを減少
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MaaS事業について 公共交通の利便性向上
◆ 公共交通情報のリアルタイム情報発信

・すてっぷくん、のるーとなどの運行（遅延）状況や予約状況、バス停の利用停止や災害などの
緊急性の高い情報を発信することで“ユーザーの利便性向上に繋がるか”を検証する

公共交通の利用時の不満、不安の解消

【のるーと塩尻】
バス停の利用停止情報

イベント：●●の開催より一時的
にバス停が利用停止なります。

停止期間：〇月〇日（〇）
〇時～〇時

停止場所：▲▲

停止場所の詳細はバス停マップを
ご参考ください。

➢ 発信体制【要検討】
・配信を希望する部署・事業者から先端産業振興室に情報
提供をいただき、発信
→次年度以降に向けてKADOとの連携スキームも整えたい

➢ 技術的課題
・「のるーと登録者」などに限っての発信の可否
→LINE登録時の属性に依存するため、不可
通知が多いとブロックされる可能性もあるため、配信
頻度についてはルールを定めるよう継続協議

・リッチメニュー上での市HPなどへの遷移の可否
→項目を構築（軽微な作業）すれば可能
“どの情報に遷移させるべきか”を中心に継続協議

・バス停マップ上での情報表示の可否
→新規機能としての開発が必要
提供サービスとしての要否を検討
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MaaS事業について ダッシュボード 2024FY

総合分析 振興バスのるーと タクシー 自動運転アプリ

◆日常的な移動をモニタ
リングすることで潜在
的ニーズを可視化し、
地域交通を最適化する

◆アプリを活用した情報
発信・目的地連携施策
の効果を検証する

地域交通
ライドデータ

ログ取得 データ加工

自治体・交通事業者が連携したモビリティ改善を総合的にマネジメントする

塩尻型
MaaSアプリ

ログデータ

◆ ユーザーの声を集約し、ダッシュボードで可視化・分析することで地域交通の課題を整理する
◆ 課題に基づきモビリティ改善政策を立案し、実施判断・実施後の効果検証を行う
◆ 事業効果を日々モニタリングすることで、高速でPDCAを回し、効果的に事業推進を行う

１ ２

登録ユーザー数
機能別アクセス数など
◆ユーザーニーズ情報

各種ODデータなど
◆実際の移動情報

交通事業者

データ分析 実績確認
施策改善、戦略立案
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